
令和６年度 第１回 日高市いじめ問題専門委員会 会議録 

 

１ 開催日時  日時：８月６日（火）午前 10 時から正午 

 

２ 開催場所 ひだかアリーナ 会議室１ 

 

３ 公開・非公開    公開 

 

４ 非公開理由    なし 

 

５ 出席者    伊藤委員、近藤委員、平井委員、本橋委員、加藤委員、山中

委員 

 

６ 説明員    学校教育課指導主事 

 

７ 欠席者    橋本委員 

 

８ 事務局    中村教育長、滝沢部長、長嶋参事、学校教育課下ノ坊課 

教育センター澤田所長、市川主幹、猿渡指導主事、長野指導主

事 

 

９ 傍聴者    なし 

 

10 協議事項   小・中・義務教育学校におけるいじめの実態について 

 

11 会議の経過 

委 員：いじめの態様「嫌なことを言われる」の内容は？ 

事務局：多様な言葉があがってくるが「死ね」「バカ」などの言葉もある。 

委 員：SNS が広がっている、汚い言葉、傷つける言葉を軽く使ってしまう、

独り言のように相手がいてもいなくても、現実の世界でも口にしてし

まう。傷つけたいと考えていなくても気軽に行ってしまうことが心配

である。 

委 員：環境にもよるが、平気に言葉にしてしまう家庭もある。言っている方

は、深く考えていない。ギャップがある。 

委 員：SNS で芸能人が「死ね」と発言したようだが、メディアに出ている人

でも発言してしまうことが恐ろしい。 

    大人でも子どもの前でそのような言葉を発しているのでは。ぐずる子

どもにかける親の言葉。病んでいる大人、子育てがうまくいかない時、

社会全体で言葉の問題がある。 



委 員：同じ子のいじめの認知件数はどのようになっているか。 

事務局：文科省のいじめ件数の調査方法によると、同じ子が別の子からいじめ

られたとしても 1件の扱いとなる。 

委 員：純粋に被害を受けた人数ということでよいのか。 

事務局：そういうことになる。 

委 員：高萩小、１年生の過半数が嫌な思いをしている。学校が荒れているの

か。 

事務局：暴力行為の件数があがる地区という傾向があるのは確かである。 

いじめとけんか、けんかの中でも嫌な思いをしているのであれば認知

件数とあげてよいと県から説明があった。人間関係のトラブルもある。 

委 員：高萩小１年の 64％は多い。 

委 員：けんかもいじめに入れると子どもを守りすぎている。自己解決よりも

守ることが増えると、子どもたちが力強く生きていく力は大丈夫なの

か。 

事務局：けんかだと大人が捉えていたものの中にいじめがあった。大津の事件

もふざけっこと捉えていたら自殺につながった。見落としがあったと

いう反省から、いじめの認知件数のカウント方法を見直すことになっ

た事件である。 

委 員：共通のアンケートがどのようなものだったか、資料に入れてもらえる

とよい。 

委 員：「仲間はずれ、集団による無視」の解決方法は？複数人で集団でいじめ

ていると捉えられる。 

事務局：「無視された気がする」も含まれている。誤解を解くことで解決できる

事例もある。 

委 員：同じことをされても、子どもによって受け取り方が違う。出てこない

と指導できない。 

     挙がってきたものについては吟味が必要。組織として指導していくこ

とが大事である。 

委 員：教師個人ではなく、学校内の組織で対応することが大事である。 

事務局：発見したら、重大事案を見逃さないことが大事である。 

委 員：先生によっても捉え方の違いがある。様々な目で、重大事案を見逃さ

ないことが大事。 

委 員：大津の事件以来、いじめがいけないことは子ども、保護者も分かって

いるはず。インターネット上での誹謗中傷の数値は案外少ない印象を

受けた。実態が見えてきていないのではないか。いじめに対する規範

意識は変わってきているのか。 

事務局：GIGA スクールで一人一１台端末の支給以降、件数が増えている。 

事務局：コロナ禍での人間関係の希薄さから、増えてきているかもしれない。 

委 員：冷やかし、からかいが多い時期はいつなのか。傾向が分かれば、指導



につながる。学校に対して、情報提供し、未然防止できるとよい。 

委 員：高萩小１年生が 64％もあったため、この傾向が分かれば１年生に指導

できる。 

委 員：数値が問題ではない。出てくることが大事。どのように指導していく

ことが大事。１年生から２年生への進級の際、担任は変わるか。 

事務局：ほとんど持ち上がりはない。学級数が多い学校では持ち上がることも

ある。 

委 員：義務教育学校ではいじめは減っているのか。 

事務局：数年たたないと分からない。 

委 員：全体的に中学校では件数が減っている。武蔵台小中は、前期から後期

でなぜ増えているのか。 

委 員：「金品をたかられる、隠される、盗まれる、嫌な事の強要」はいじめの

重大事案につながるのではないか。解決しているのか。 

事務局：ポケモンカードを隠される等、実際にはお金をとられる以外の事案も

ある。 

 

５ 連絡 

・２回目 ２月実施予定 

・重大事態が発生したら、臨時で開催する。 

 

６ 閉会 


